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【年通号数】公開・登録公報2013-056
【出願番号】特願2013-517667(P2013-517667)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/42     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  29/786    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｌ  31/04    　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｌ  29/78    ６１８Ｂ
   Ｃ０７Ｄ 405/14    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 409/14    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６９０　

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月4日(2014.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ）
【化１】

［式中、
ＸはＳ又はＯであり；
Ｒ1は、独立に、フェニル、ナフチル、アントラセニル、フェナントレニル、インデニル
及びフルオレニルから選択されるアリール（これらはそれぞれ非置換であるか、又は１個
又は１個よりも多い、又は全ての置換可能な位置で置換されていてよい）、ピリジン基、
ピリミジン基、ピロール基、フラン基、ピラゾール基、イミダゾール基、チオフェン基、
オキサゾール基、チアゾール基、トリアゾール基、ベンゾフリル基、ベンゾチエニル基、
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ベンゾピロリル基、ジベンゾフリル基、フェナントロリニル基、カルバゾリル基、アザカ
ルバゾリル基及びジアザカルバゾリル基から選択されるヘテロアリール（これらは非置換
であるか、又は１個又は１個よりも多い、又は全ての置換可能な位置で置換されていても
よい）、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、スペーサーを介して結合し
た架橋性基又は重合性基、－ＮＲ3Ｒ4、－Ｐ（Ｏ）Ｒ5Ｒ6、－ＰＲ7Ｒ8、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ
9、－Ｓ（Ｏ）Ｒ10、－ＳＲ11又は－ＯＲ12（ここで、前記基は非置換又は置換されてい
てよい）であり、
Ｒ2は、アリール、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、スペーサーを介
して結合した架橋性基又は重合性基、－Ｐ（Ｏ）Ｒ5Ｒ6、－ＰＲ7Ｒ8、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ

9、
－Ｓ（Ｏ）Ｒ10、－ＳＲ11又は－ＯＲ12又はＣ基であり；
Ｒ3、Ｒ4は、互いに独立にアリール、ヘテロアリール、アルキル、シクロアルキル又はヘ
テロシクロアルキル、スペーサーを介して結合した架橋性基又は重合性基であり、
又は
Ｒ3とＲ4は、窒素原子と一緒に３～１０個の環原子を有する環式基を形成し、前記基は、
非置換であるか、又はアルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘ
テロアリール及びドナー又はアクセプター作用を有する基から選択される１つ又は複数の
置換基により置換されていてもよく、及び／又は３～１０個の環原子を有する１つ又は複
数の更なる環式基に縮合してもよく、その際、縮合された基は非置換であるか、又はアル
キル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、スペーサー
を介して結合した架橋性基又は重合性基、又はドナー又はアクセプター作用を有する基か
ら選択される１つ又は複数の置換基により置換されていてもよい；
Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12は、互いに独立にアリール、ヘテロアリー
ル、アルキル、シクロアルキル又はヘテロシクロアルキル、スペーサーを介して結合した
架橋性基又は重合性基であり、
ｎは、０、１、２、３又は４であり、
ｍは、０、１、２又は３であり、
ｐは、１又は２であり、ここでｍ＋ｐは≦４であり、
Ｃは、一般式（II）

【化２】

（式中、
Ａ1は、互いに独立にＣＲa、Ｎ又はＮＲbであり、
Ａ2は、互いに独立にＣＲc、Ｎ又はＮＲdであり、
Ａ3は、互いに独立にＣＲe、Ｎ又はＮＲfであり、
Ａ4は、互いに独立にＣＲg、Ｎ又はＮＲhであり、
Ｒa、Ｒb、Ｒc、Ｒd、Ｒe、Ｒf、Ｒg、Ｒhは、互いに独立に水素、アリール、ヘテロアリ
ール、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、スペーサーを介して結合した
架橋性基又は重合性基であり；又は
（Ｒa又はＲb）と（Ｒc又はＲd）、又は
（Ｒe又はＲf）と（Ｒg又はＲh）、及び／又は
（Ｒc又はＲd）と（Ｒe又はＲf）は、炭素原子又は窒素原子と一緒に３～１０個の環原子
を有する環式基を形成し、前記基は、非置換であるか又はアルキル、シクロアルキル、ヘ
テロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、スペーサーを介して結合した架橋性基
又は重合性基、又はドナー又はアクセプター作用を有する基から選択される１つ又は複数
の置換基により置換されていてもよく、及び／又は３～１０個の環原子を有する１つ又は
複数の更なる環式基に縮合してもよく、その際、縮合された基は非置換であるか、又はア
ルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、スペーサ
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ーを介して結合した架橋性基又は重合性基、又はドナー又はアクセプター作用を有する基
から選択される１つ又は複数の置換基により置換されていてもよい）
の５員環の飽和又は不飽和の複素環式基である］
のホスト材料、ブロッカー材料又は電荷輸送材料であって、その際、Ｃ基は２位及び／又
は４位で結合する、又は前記一般式（Ｉ）の２個のユニットは、場合により少なくとも１
つのヘテロ原子により又はＯを介して中断されている１つの結合、線状又は分枝状の、飽
和又は不飽和の橋かけ部により互いに橋かけられ、その際、一般式（Ｉ）中のこの橋かけ
部はＲa、Ｒb、Ｒc、Ｒd、Ｒe、Ｒf、Ｒg、Ｒhの代わりに、又はＲ1又はＲ2を介して及び
／又はＲ1又はＲ2の代わりにモノマーの形、重合した形又は架橋した形で結合する前記ホ
スト材料、ブロッカー材料又は電荷輸送材料。
【請求項２】
　Ｒ1は独立に、フェニル、ナフチル、アントラセニル、フェナントレニル、インデニル
及びフルオレニルから選択されるアリールであり、これらはそれぞれ非置換であるか、又
は１個又は１個よりも多い、又は全ての置換可能な位置で、ピリジン基、ピリミジン基、
ピロール基、フラン基、ピラゾール基、イミダゾール基、チオフェン基、オキサゾール基
、チアゾール基、トリアゾール基、ベンゾフリル基、ベンゾチエニル基、ベンゾピロリル
基、ジベンゾフリル基、フェナントロリニル基、カルバゾリル基、アザカルバゾリル基及
びジアザカルバゾイル基から選択されるヘテロアリールで置換され、これらは非置換であ
るか、又は１個又は１個よりも多い、又は全ての置換可能な位置で、アルキル、シクロア
ルキル、ヘテロシクロアルキル、スペーサーを介して結合した架橋性基又は重合性基、－
ＮＲ3Ｒ4、－Ｐ（Ｏ）Ｒ5Ｒ6、－ＰＲ7Ｒ8、－Ｓ（Ｏ）２Ｒ9、－Ｓ（Ｏ）Ｒ10、－ＳＲ1

1又は－ＯＲ12により置換されていてもよい；
Ｒ3、Ｒ4は、互いに独立にアリール、ヘテロアリール、アルキル、シクロアルキル又はヘ
テロシクロアルキル、スペーサーを介して結合した架橋性基又は重合性基であるか、又は
Ｒ3とＲ4は、窒素原子と一緒に３～１０個の環原子を有する環式基を形成し、前記基は、
非置換であるか、又はアルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘ
テロアリール、及びドナー又はアクセプター作用を有する基から選択される１つ又は複数
の置換基により置換されていてもよく、及び／又は３～１０個の環原子を有する１つ又は
複数の更なる環式基に縮合していてもよく、その際、縮合された基は非置換であるか又は
アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、スペー
サーを介して結合した架橋性基又は重合性基、又はドナー又はアクセプター作用を有する
基から選択される１つ又は複数の置換基により置換されていてもよい；
Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12は、互いに独立にアリール、ヘテロアリー
ル、アルキル、シクロアルキル又はヘテロシクロアルキル、スペーサーを介して結合した
架橋性基又は重合性基であり、
ｎは、０、１、２、３又は４であり、
ｍは、０、１、２又は３であり、
ｐは、１又は２であり、ここでｍ＋ｐは≦４であり、
Ｃは、一般式（II）
【化３】

（式中、
Ａ1は、互いに独立にＣＲa、Ｎ又はＮＲbであり、
Ａ2は、互いに独立にＣＲc、Ｎ又はＮＲdであり、
Ａ3は、互いに独立にＣＲe、Ｎ又はＮＲfであり、
Ａ4は、互いに独立にＣＲg、Ｎ又はＮＲhであり、
Ｒa、Ｒb、Ｒc、Ｒd、Ｒe、Ｒf、Ｒg、Ｒhは、互いに独立に水素、アリール、ヘテロアリ
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ール、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、スペーサーを介して結合した
架橋性基又は重合性基である）
の５員環の飽和又は不飽和の複素環式基である、請求項１に記載のホスト材料、ブロッカ
ー材料又は電荷輸送材料。
【請求項３】
　ｎは１である、請求項１又は２に記載のホスト材料、ブロッカー材料又は電荷輸送材料
。
【請求項４】
　ｍは０である、請求項１から３までのいずれか１項に記載のホスト材料、ブロッカー材
料又は電荷輸送材料。
【請求項５】
　ＸはＯである、請求項１から４までのいずれか１項に記載のホスト材料、ブロッカー材
料又は電荷輸送材料。
【請求項６】
　Ｒ1は、－ＮＲ3Ｒ4であり；かつ
Ｒ3、Ｒ4は、窒素原子と一緒に３～１０個の環原子を有する環式基を形成し、前記基は、
非置換であるか、又はアルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘ
テロアリール及び、ドナー又はアクセプター作用を有する基から選択される１つ又は複数
の置換基により置換されていてもよく、及び／又は３～１０個の環原子を有する１つ又は
複数の更なる環式基に互いに縮合してもよく、その際、縮合された基は非置換であるか、
又はアルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、ス
ペーサーを介して結合した架橋性基又は重合性基、又はドナー又はアクセプター作用を有
する基から選択される１つ又は複数の置換基により置換されていてもよい、請求項１から
５までのいずれか１項に記載のホスト材料、ブロッカー材料又は電荷輸送材料。
【請求項７】
　Ｒ1は、Ｃ基又はカルバゾリル、ピロリル、インドリル、イミダゾリル、トリアゾリル
、ベンズイミダゾリル、アザカルバゾリル、ジアザカルバゾリル及びジフェニルアミンか
ら選択される－ＮＲ3Ｒ4であり、その際、前記基は非置換であるか、又はアルキル、シク
ロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、スペーサーを介して結
合した架橋性基又は重合性基、又はドナー又はアクセプター作用を有する基から選択され
る１つ又は複数の置換基により置換される、請求項１から５までのいずれか１項に記載の
ホスト材料、ブロッカー材料又は電荷輸送材料。
【請求項８】
　Ｃ基は、次のもの：
【化４】

である、請求項１から７までのいずれか１項に記載のホスト材料、ブロッカー材料又は電
荷輸送材料。
【請求項９】
　Ｃ基は、次のもの：
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【化５】

であるが、但しＲａは
【化６】

ではない、請求項８に記載のホスト材料、ブロッカー材料又は電荷輸送材料。
【請求項１０】
　Ｃ基は、次のもの：
【化７】

である、請求項１から７までのいずれか１項に記載のホスト材料、ブロッカー材料又は電
荷輸送材料。
【請求項１１】
　基：

【化８】

において、Ｒg、ＲeはＨであり、かつＲaは水素、アリール、ヘテロアリール、アルキル
、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、スペーサーを介して結合した架橋性基又は重
合性基である、請求項１０に記載のホスト材料、ブロッカー材料又は電荷輸送材料。
【請求項１２】
　Ｃ基は、次のもの：
【化９】

である、請求項１から７までのいずれか１項に記載のホスト材料、ブロッカー材料又は電
荷輸送材料。
【請求項１３】
　以下の式の化合物：
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【化１０】

は除かれる、請求項１２に記載のホスト材料、ブロッカー材料又は電荷輸送材料。
【請求項１４】
　Ｒa、Ｒc、Ｒe及びＲgの少なくとも１つはアリールである、請求項１から１３までのい
ずれか１項に記載のホスト材料、ブロッカー材料又は電荷輸送材料。
【請求項１５】
　Ｒ1は、－ＮＲ3Ｒ4であり、
Ｒ3、Ｒ4は、窒素原子と一緒に３～１０個の環原子を有する環式基を形成し、前記基は、
非置換であるか、又はアルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘ
テロアリール及び、ドナー又はアクセプター作用を有する基から選択される１つ又は複数
の置換基により置換されていてもよく、及び／又は３～１０個の環原子を有する１つ又は
複数の更なる環式基に縮合してもよく、その際、縮合された基は非置換であるか、又はア
ルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、スペーサ
ーを介して結合した架橋性基又は重合性基、又はドナー又はアクセプター作用を有する基
から選択される１つ又は複数の置換基により置換されていてもよい、
Ｃは、一般式（II）
【化１１】

（式中、
Ａ1は、互いに独立にＣＲa、Ｎ又はＮＲbであり、
Ａ2は、互いに独立にＣＲc、Ｎ又はＮＲdであり、
Ａ3は、互いに独立にＣＲe、Ｎ又はＮＲfであり、
Ａ4は、互いに独立にＣＲg、Ｎ又はＮＲhであり、
Ｒa、Ｒb、Ｒc、Ｒd、Ｒe、Ｒf、Ｒg、Ｒhは、互いに独立に水素、アリール、ヘテロアリ
ール、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、スペーサーを介して結合した
架橋性基又は重合性基である）
の５員環の飽和又は不飽和の複素環式基であり、
ｎは１であり、かつ
ｍは有利には０である、請求項１から１４までのいずれか１項に記載のホスト材料、ブロ
ッカー材料又は電荷輸送材料。
【請求項１６】
　請求項１から１５までのいずれか１項に記載の電子輸送材料。
【請求項１７】
　一般式（Ｉ）の化合物は、次のもの：
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【化１２】
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【化１３】
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【化１４】

（式中、ＸはＳ又はＯである）
から選択される、請求項１から１６までのいずれか１項に記載のホスト材料、ブロッカー
材料又は電荷輸送材料。
【請求項１８】
　有機エレクトロニクス用途における請求項１から１７までのいずれか１項に記載のホス
ト材料、ブロッカー材料又は電荷輸送材料。
【請求項１９】
　一般式（III）
【化１５】

［式中、
ＸはＳ又はＯであり；
Ｒ2は、互いに独立にアリール、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、ス
ペーサーを介して結合した架橋性基又は重合性基、－Ｐ（Ｏ）Ｒ5Ｒ6、－ＰＲ7Ｒ8、－Ｓ
（Ｏ）2Ｒ

9、－Ｓ（Ｏ）Ｒ10、－ＳＲ11又は－ＯＲ12であり；
Ｒ3、Ｒ4は、互いに独立にアリール、ヘテロアリール、アルキル、シクロアルキル又はヘ
テロシクロアルキル、スペーサーを介して結合した架橋性基又は重合性基であるか又は
Ｒ3とＲ4は、窒素原子と一緒に３～１０個の環原子を有する環式基を形成し、前記基は、
非置換であるか、又はアルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘ
テロアリール及びドナー又はアクセプター作用を有する基から選択される１つ又は複数の
置換基により置換されていてもよく、及び／又は３～１０個の環原子を有する１つ又は複
数の更なる環式基に縮合してもよく、その際、縮合された基は非置換であるか、又はアル
キル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、スペーサー
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を介して結合した架橋性基又は重合性基、及びドナー又はアクセプター作用を有する基か
ら選択される１つ又は複数の置換基により置換されていてもよく；
Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10、Ｒ11、Ｒ12は、互いに独立にアリール、ヘテロアリー
ル、アルキル、シクロアルキル又はヘテロシクロアルキル、スペーサーを介して結合した
架橋性基又は重合性基であり、
Ｒ13、Ｒ14は、互いに独立にアリール、ヘテロアリール、アルキル、シクロアルキル、ヘ
テロシクロアルキル、スペーサーを介して結合した架橋性基又は重合性基、－ＮＲ3Ｒ4、
－Ｐ（Ｏ）Ｒ5Ｒ6、－ＰＲ7Ｒ8、－Ｓ（Ｏ）2Ｒ

9、－Ｓ（Ｏ）Ｒ10、－ＳＲ11又は－ＯＲ
12であり；
ｍは、０、１、２又は３であり、
ｐは、１又は２であり、ここでｍ＋ｐは≦４であり、
ｑは、０、１、２、３又は４であり、
ｒは、０、１、２、３又は４であり、
ｓは、１、２、３又は４であり、
Ｃは、一般式（II）
【化１６】

（式中、
Ａ1は、互いに独立にＣＲa、Ｎ又はＮＲbであり、
Ａ2は、互いに独立にＣＲc、Ｎ又はＮＲdであり、
Ａ3は、互いに独立にＣＲe、Ｎ又はＮＲfであり、
Ａ4は、互いに独立にＣＲg、Ｎ又はＮＲhであり、
Ｒa、Ｒb、Ｒc、Ｒd、Ｒe、Ｒf、Ｒg、Ｒhは、互いに独立に水素、アリール、ヘテロアリ
ール、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、スペーサーを介して結合した
架橋性基又は重合性基であり；又は
（Ｒa又はＲb）と（Ｒc又はＲd）、又は
（Ｒe又はＲf）と（Ｒg又はＲh）、及び／又は
（Ｒc又はＲd）と（Ｒe又はＲf）は、炭素原子又は窒素原子と一緒に３～１０個の環原子
を有する環式基を形成し、前記基は、非置換であるか又はアルキル、シクロアルキル、ヘ
テロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、スペーサーを介して結合した架橋性基
又は重合性基、又はドナー又はアクセプター作用を有する基から選択される１つ又は複数
の置換基により置換されていてもよく、及び／又は３～１０個の環原子を有する１つ又は
複数の更なる環式基に縮合してもよく、その際、縮合された基は非置換であるか、又はア
ルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリール、ヘテロアリール、スペーサ
ーを介して結合した架橋性基又は重合性基、又はドナー又はアクセプター作用を有する基
から選択される１つ又は複数の置換基により置換されていてもよい）
の５員環の飽和又は不飽和の複素環式基である］
の化合物であって、その際、Ｃ基は２位及び／又は４位で結合する、又は前記の一般式（
III）の２個のユニットは、場合により少なくとも１つのヘテロ原子により又はＯを介し
て中断されている１つの結合、線状又は分枝状の、飽和又は不飽和の橋かけ部により互い
に橋かけられ、その際、一般式（III）中のこの橋かけ部はＲa、Ｒb、Ｒc、Ｒd、Ｒe、Ｒ
f、Ｒg、Ｒh、Ｒ13、Ｒ14の代わりに、又はＲ2を介して及び／又はＲ2の代わりに結合さ
れる、一般式（III）の化合物。
【請求項２０】
　Ｃは、一般式（II）
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【化１７】

（式中、
Ａ1は、互いに独立にＣＲa、Ｎ又はＮＲbであり、
Ａ2は、互いに独立にＣＲc、Ｎ又はＮＲdであり、
Ａ3は、互いに独立にＣＲe、Ｎ又はＮＲfであり、
Ａ4は、互いに独立にＣＲg、Ｎ又はＮＲhであり、
Ｒa、Ｒb、Ｒc、Ｒd、Ｒe、Ｒf、Ｒg、Ｒhは、互いに独立に水素、アリール、ヘテロアリ
ール、アルキル、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、スペーサーを介して結合した
架橋性基又は重合性基である）
の５員環の飽和又は不飽和の複素環式基である、請求項１９に記載の化合物。
【請求項２１】
　ｓは１であり；ｐは１であり、かつｍは０である、請求項１９又は２０に記載の化合物
。
【請求項２２】
　Ｃ基は次のもの：

【化１８】

である、請求項１９から２１までのいずれか１項に記載の化合物。
【請求項２３】
　Ｃ基は次のもの：

【化１９】

である、請求項１９から２１までのいずれか１項に記載の化合物。
【請求項２４】
　Ｃ基は次のもの：

【化２０】

である、請求項１９から２１までのいずれか１項に記載の化合物。
【請求項２５】
　カルバゾリル置換基（IV）：
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【化２１】

は、ジベンゾフラン又はジベンゾチオフェン基本骨格の８位で結合して存在する、請求項
１９から２４までのいずれか１項に記載の化合物。
【請求項２６】
　次のグループ：
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【化２２】

（式中、ＸはＳ又はＯである）
から選択される、請求項１９から２５までのいずれか１項に記載の化合物。
【請求項２７】
　請求項１から１７までのいずれか１項に記載の一般式（Ｉ）の、又は請求項１９から２
６までのいずれか１項に記載の一般式（III）の重合反応及び／又は架橋反応における成
分。
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【請求項２８】
　請求項１９から２６までのいずれか１項に記載の一般式（III）の化合物を製造する方
法において、少なくとも１つのカルバゾリル基（IV）
【化２３】

及び、場合により置換された５員環窒素複素環Ｃを、以下の変法（ａ）又は（ｂ）
変法ａ）
iａ）カルバゾリル基（IV）、及び場合によりＲ2基及びＣ基を導入するために適切な前駆
体化合物の製造、
iiａ）カルバゾリル基（IV）の導入、
iiiａ）Ｃ基、又はその前駆体の導入、及び存在する場合には、Ｒ2基の導入、
iva）適切な場合には、Ｃの前駆体のＣ基への変換、
又は
変法ｂ）
iｂ）カルバゾリル基（IV）、及び場合によりＲ2基及びＣ基を導入するために適切な前駆
体化合物の製造、
iiｂ）Ｃ基、又はその前駆体の導入、
iiiｂ）カルバゾリル基（IV）、及び存在する場合にはＲ2基の導入、
ivｂ）適切な場合には、Ｃの前駆体のＣ基への変換
のうち１つにより、一般式（Ｖ）
【化２４】

（式中、ＸはＳ又はＯである）
の基本骨格に導入する、請求項１９から２６までのいずれか１項に記載の一般式（III）
の化合物を製造する方法。
【請求項２９】
　請求項１９から２６までのいずれか１項に記載の一般式（III）のユニット、又は請求
項１から１７までのいずれか１項に記載の一般式（Ｉ）の化合物を有する架橋材料又は重
合材料。
【請求項３０】
　請求項１９から２６までのいずれか１項に記載の一般式（III）の化合物、又は請求項
１から１７までのいずれか１項に記載の一般式（Ｉ）の化合物、又は請求項２９に記載の
材料を有する、有機エレクトロニクスにおける液体加工用途のための調製物。
【請求項３１】
　請求項１９から２６までのいずれか１項に記載の一般式（III）の化合物、又は請求項
１から１７までのいずれか１項に記載の一般式（Ｉ）の化合物、又は請求項２９に記載の
材料を有する、有機エレクトロニクス。
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【請求項３２】
　一般式（III）の化合物又は請求項１から１７までのいずれか１項に記載の一般式（Ｉ
）の化合物、又は請求項２９に記載の材料は、マトリックス材料及び／又は正孔／励起子
ブロッカー材料及び／又は電子／励起子ブロッカー材料及び／又は正孔注入材料及び／又
は電子注入材料及び／又は正孔伝導体材料及び／又は電子伝導体材料及び／又は正孔伝導
体及び／又は電子伝導体として使用される、請求項３１に記載の有機エレクトロニクス。
【請求項３３】
　請求項１９から２６までのいずれか１項に記載の一般式（III）の少なくとも１つの化
合物、又は請求項１から１７までのいずれか１項に記載の一般式（Ｉ）の化合物、又は請
求項２９に記載の材料を有する有機発光ダイオード。
【請求項３４】
　アノードＡｎ及びカソードＫａ、及びアノードＡｎとカソードＫａの間に配置された少
なくとも１つの発光層Ｅ、及び場合により正孔／励起子の少なくとも１つの遮断層、
電子／励起子の少なくとも１つの遮断層、少なくとも１つの正孔注入層、少なくとも１つ
の正孔伝導体層、少なくとも１つの電子注入層及び少なくとも１つの電子伝導体層から成
るグループから選択される少なくとも１つの更なる層を有し、その際、一般式（III）又
は一般式（Ｉ）の少なくとも１つの化合物は、電子伝導体層及び／又は発光層Ｅの中及び
／又は更なる層の少なくとも１つの中に存在する、請求項３３に記載の有機発光ダイオー
ド。
【請求項３５】
　一般式（III）の少なくとも１つの化合物又は請求項１から１７までのいずれか１項に
記載の一般式（Ｉ）の化合物、又は請求項２９に記載の材料は、電子伝導体層の中及び／
又は発光層の中及び／又は正孔／励起子の少なくとも１つの遮断層の中に存在する、請求
項３３又は３４に記載の有機発光ダイオード。
【請求項３６】
　請求項１９から２６までのいずれか１項に記載の一般式（III）の少なくとも１つの化
合物、又は請求項１から１７までのいずれか１項に記載の一般式（Ｉ）の化合物、又は請
求項２９に記載の材料を有する発光層。
【請求項３７】
　請求項１９から２６までのいずれか１項に記載の一般式（III）の少なくとも１つの化
合物、又は請求項１から１７までのいずれか１項に記載の一般式（Ｉ）の化合物、又は請
求項２９に記載の材料を有する正孔／励起子の遮断層。
【請求項３８】
　請求項１９から２６までのいずれか１項に記載の一般式（III）の少なくとも１つの化
合物、又は請求項１から１７までのいずれか１項に記載の一般式（Ｉ）の化合物、又は請
求項２９に記載の材料を有する電子伝導層。
【請求項３９】
　請求項３３から３５までのいずれか１項に記載の少なくとも１つの有機発光ダイオード
又は請求項３６に記載の少なくとも１つの発光層又は請求項３８に記載の少なくとも１つ
の電子伝導層を有する、静止型ビジュアルディスプレイユニット、及び移動型ビジュアル
ディスプレイユニット、照明ユニット、キーボード、衣服、家具、壁紙から成るグループ
から選択される装置。
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